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Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

夢
を
持
ち
郷
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る
人
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育
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ま
ち

夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る
人
を
育
む
ま
ち

ⅢⅢ
　自ら学び高めあう学習活動を推進し、郷土に誇りを持った次世
代を担う人を育むまちを目指します。

１　学校教育の充実１　学校教育の充実
1　生きる力の育成
2　一人ひとりを大切にする教育の推進
3　食育と体づくりの推進

２　家庭教育支援の推進２　家庭教育支援の推進
1　家庭教育支援の充実
2　青少年の健全育成
　

３　社会教育の推進３　社会教育の推進
1　ふるさと郷育の推進
2　公民館における人材育成と拠点整備
3　図書館サービスの充実

４　生涯スポーツの振興４　生涯スポーツの振興
1　スポーツ・レクリエーション活動の推進
2　スポーツ精神の高揚と競技力の向上
3　スポーツ・レクリエーション環境の整備

５　歴史・文化の伝承と創造５　歴史・文化の伝承と創造
1　芸術・文化の振興
2　伝統文化の保存と継承
3　文化財の調査･保存と活用
4　地域文化の交流拠点づくり

教育文化部門
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●　学校教育は、将来を担う子どもの学力や豊かな心、健やかな体力を育む役割を果たしており、「生きる
力」を育成することがより重要となっています。
●　各学校では、学力の向上を図るとともに、子どもの能力や興味を引き出すよう、これまで以上に一人
ひとりに応じた指導が重要となっています。
●　老朽化した教育施設について、整備・改修を検討する必要があります。

現状と課題

●　子どもの「生きる力」を育むため、学ぶ意義を深め、学ぶ意欲を高めるとともに、基礎学力の向上に加
え、思考力、判断力、表現力等の幅広い学力の向上を図ります。
●　人権意識や道徳心の育成を根底に、一人ひとりを大切にする教育を推進します。
●　健全な体づくりと食育を推進します。

基本方針

1 学校教育の充実

児童・生徒数の推移

小学１年生

H22 H23 H24 H25 H26 H27（年度）

（人）
5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

小学生 中学生

1,541

2,859

1,507

2,906

1,440

2,855

1,380

2,834

1,396

2,745

1,386

4,400 4,413 4,295 4,214 4,141 4,076

2,690
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2 家庭教育支援の推進 3 社会教育の推進 4 生涯スポーツの振興 5 歴史・文化の
伝承と創造

1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明
「総合的な学習の時間」で学習
したことが普段の生活や社会
に出たときに役立つと思う子
どもの割合の増加

平成26年度 平成33年度

全国学力・学習状況調査による肯定率小6　83.5％
中3　74.1％

小6　90.0％
中3　80.0％

「総合的な学習の時間」におい
て、自分で調べ学習活動に取
り組んでいると思う子どもの
割合の増加

平成26年度 平成33年度

全国学力・学習状況調査による肯定率小6　57.7％
中3　52.7％

小6　65.0％
中3　60.0％

主要施策

ふるさとの教育資源を活用し、学ぶことと社会とのつながりを意識した教育を行います。地域
住民・企業と協力し、ふるさとを愛し、ふるさとに貢献しようとする人材育成を図ります。
思考力・判断力・表現力の向上に努めるとともに、

自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働
的に探求する力を育むため、言語活動の充実やその
基盤となる国語力の向上に努めます。
教員の資質向上に努めるとともに、学力調査の実

施を通して実態を把握し、基礎学力の定着、小・中
学校９年間を見通した教育を推進する等、本市の教
育力の向上を目指します。
また、安全で安心な教育を推進するため、学校教

育施設等の環境整備に努めます。

■ふるさと郷育、キャリア教育、自然体験活動の推進
■学校図書館の支援
■学力向上総合対策事業
　（国語教育の充実、授業力向上研修、学校図書館活用推進、プリント学習支援等）
■小中連携教育推進事業
■ＩＣＴ教育整備事業
■外国語指導助手の招致
■土曜学習支援事業

生きる力の育成1

主な事業・取り組み

学校図書館活用授業
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目標 現状値 目標値 目標の説明

自分には良いところがあると
思っている子どもの割合の増加

平成26年度 平成33年度
全国学力・学習状況調査による
肯定率
（括弧内は全国平均値）

小6　79.1％
　　 （76.1％）
中3　73.9％
　　 （67.1％）

小6　86.0％

中3　77.0％

人の気持が分かる人間になりた
いと思っている子どもの割合の
増加

平成26年度 平成33年度
全国学力・学習状況調査による
肯定率
（括弧内は全国平均値）

小6　90.4％
　　 （94.4％）
中3　97.0％
　　 （95.3％）

小6　95.0％

中3　98.0％

目標 現状値 目標値 目標の説明

学校給食での地域食材利用率の
増加

平成26年度 平成33年度
市内小中学校の給食における地
元食材利用率58.2％ 70.0％

いじめ等の問題行動の未然防止、早期発見、早期対応と、不登校の解消に向けて、児童・生徒
とその家庭への指導や相談等の支援を行います。
また、教育上特別な配慮を必要とする児童・生徒の実態掌握に努め、持てる力を活かせるよう、

個々に対応した支援を推進します。
そして、子どもの貧困対策として、経済的支援を行うとともに、児童・生徒とその保護者に対

する面談等を行い、教育相談の充実を図ります。

■児童生徒健全育成事業	 ■親学プログラムの実施
■問題行動、いじめ等の指導相談	 ■特別支援指導推進事業
■人権意識高揚の推進	 ■要保護・準要保護児童生徒就学援助

一人ひとりを大切にする教育の推進2

主な事業・取り組み

健康で安全な生活を自ら実践できる児童・生徒を育成するため、食育を推進するとともに、学
校給食での地産地消を推進します。
また、教育活動全体を通して、児童・生徒が自ら運動に親しみ体力や運動能力の向上を図ると

ともに、小中学校体育連盟主催の大会等を支援します。

■食育推進事業
■学校給食での地産地消の推進
■学校体育大会支援事業

食育と体づくりの推進3

主な事業・取り組み
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1 学校教育の充実 3 社会教育の推進 4 生涯スポーツの振興 5 歴史・文化の
伝承と創造

2 家庭教育支援の推進

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

●　家庭環境の変化やライフスタイルの多様化に伴い、家庭や地域における教育力の低下が懸念されてお
り、地域ぐるみで子どもの育ちを支える取り組みを推進する必要があります。
●　子どもたちを取り巻く環境の変化を受け、行政による様々な教育施策の展開・推進とともに、学校、
家庭及び地域住民がそれぞれの役割と責任を自覚しつつ、地域全体で子どもの育ちを支えるための連
携・協働の取り組みの充実が必要です。

現状と課題

●　家庭、学校、地域が一体となって次世代を担う子どもの育ちを支える気運を醸成し、家庭教育支援の
充実と、青少年の健全育成を進めます。

基本方針

2 家庭教育支援の推進

親学プログラム
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目標 現状値 目標値 目標の説明

親学プログラムの実施回数の
増加

平成26年度 平成33年度
親学プログラムを活用した学習機会
の提供回数11回 25回

主要施策

子どもの基本的な生活習慣を身に付ける家庭の
役割を踏まえ、学校やＰＴＡを通じて、適当なメ
ディア※との接触時間を含めた生活習慣の定着や規
範意識の醸成に向けた学習機会の提供に取り組み
ます。
また、島根県の「親学プログラム」を活用し、親と

しての役割や子どもとの関わり方について気づき
を促す学習機会の提供等の家庭教育支援を推進し
ます。

地域の子ども会や青少年健全育成団体等の子どもたちの社会体験活動を支援し、これらの団体
と連携しながら、市民の主体的な青少年健全育成活動の活性化と発展に取り組みます。
また、青少年が健やかに成長し自立した生活が送れるよう、青少年サポートセンターを相談窓

口とした育成支援に取り組みます。

■親学プログラムの実施
■家庭教育支援チームの結成
■つなぐ、つながる事業（三世代交流事業・通学合宿支援事業）
■「家読」の推進

■関係協議会等への補助事業
■青少年団体育成補助事業

家庭教育支援の充実

青少年の健全育成

1

2

主な事業・取り組み

主な事業・取り組み

※メディア　情報媒体。
用
語
解
説

親学プログラム
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2 家庭教育支援の推進 4 生涯スポーツの振興 5 歴史・文化の
伝承と創造

3 社会教育の推進1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

●　子どもたちの自然体験や社会体験の不足から、善悪の判断や規範意識の低下等、家庭や地域での教育
力の低下が懸念されています。
●　地域住民がより良く暮らすため、地域課題の解決に向けた学びを通して、地域社会の発展、活性化に
寄与する人材を育成することが求められています。
●　図書館の資料提供機能の充実とともに、利用者の多様化するニーズに応じたサービスが必要になって
います。

現状と課題

●　子どもたちの郷土愛の心を育む「ふるさと郷育※」を推進します。
●　住民自治意識の高い人々や団体を育成するとともに、公民館施設の整備を進めます。
●　図書館の資料や情報提供の充実に努めるとともに、市民が憩い、交流し、ひとづくり、まちづくりに
資する図書館を目指します。

基本方針

3 社会教育の推進

※ふるさと郷育　浜田市の教育資源（ひと・もの・こと）を活かした教育活動を推進するため、浜田市の理念として、ふ
るさと教育の「教」の字を「郷里」の「郷」の字に置き換えた「郷育」という言葉を用いて、「ふるさと郷育
（きょういく）」という。

用
語
解
説

社会教育委員活動
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目標 現状値 目標値 目標の説明

ふるさと郷育ネットワーク団
体数の増加

平成26年度 平成33年度
中学校区でふるさと郷育を協議する
ネットワーク団体の数3団体 9団体

学校支援活動に参加したボラ
ンティア人数の増加

平成26年度 平成33年度
学校支援地域本部事業のボランティ
アの延べ参加者数7,528人 8,500人

主要施策

子どもの育ちを地域ぐるみで支えるため、学校、家庭、地域がそれぞれの役割を果たし、中学
校区ごとのネットワークでつなげ、相互に支援し合います。
「ふるさと郷育」を通して、子どもの生きる力を育成し、ふるさとを愛する心を育てます。また、
地域住民が学んだことを活かせるような場づくりを支援します。
学校や家庭、地域、行政が連携・協働・融合したネットワークを形成し、市民一体となった教

育体制を構築します。

■浜田市の人物読本の紹介・活用
■ふるさと再発見事業
■つなぐ、つながる事業（三世代交流事業、通学合宿支援）
■ふるさと教育推進事業
■学校支援・放課後支援・家庭教育支援事業
■土曜学習支援事業
■自然体験活動の推進

ふるさと郷育の推進1

主な事業・取り組み

ふるさと再発見事業 三世代交流事業
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2 家庭教育支援の推進 4 生涯スポーツの振興 5 歴史・文化の
伝承と創造

3 社会教育の推進1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明

地域課題の解決支援事業を実施
する公民館数の増加

平成26年度 平成33年度
「地域課題の解決支援事業」に取
り組む公民館の数3公民館 26公民館

公民館の役割を明確にし、地域課題の解決に資する
人づくりを目指した学びの機会を充実します。
地域住民による学習の実践や地域独自の特色ある取

り組みを支援し、住民が主体的に地域課題の解決に取
り組む意識を高め、地域人材の育成支援を進めます。
また、社会教育を推進する拠点施設として、公民館

施設の改修や整備を行います。

■公民館活動推進事業
■地域課題の解決支援事業
■人権学習活動
■公民館施設改修事業

公民館における人材育成と拠点整備2

主な事業・取り組み 公民館活動

課題解決支援に向けた公民館の取り組み
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目標 現状値 目標値 目標の説明

図書館利用登録率の増加
平成26年度 平成33年度

市民の図書館利用者カード登録
者の割合34.3％ 40％

市民一人当たりの図書貸出冊数
の増加

平成26年度 平成33年度
市民一人当たりの年間の図書貸
出冊数5.0冊 7.0冊

幅広い世代に図書館を利用してもらい、読書活
動が進むよう、郷土の歴史・風俗や人物等に関す
る資料収集を含む多様な分野の図書の所蔵に努め
ます。
また、利用者の様々な相談や要望に対応できる

レファレンスサービス※の充実に努めるとともに、
読み聞かせ等の市民ボランティアと連携した図書
館機能の更なる向上に取り組みます。

■多様な分野の図書の充実
■レファレンスサービスの充実
■「特集展示」コーナーの充実
■ボランティア登録者数の増加
■移動図書館車・簡易閲覧所の運用
■こどもの読書週間、秋の読書週間での読書活動推進事業

図書館サービスの充実3

主な事業・取り組み

※レファレンスサービス　図書館で、資料・情報を求める利用者に対して提供される文献の紹介・提供等の援助のこと。
用
語
解
説

図書館利用者登録数 年度別貸出冊数

H22 H23 H24 H25 H26（年度）

（人）
18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

中央図書館 金城図書館 旭図書館
弥栄図書館 三隅図書館 移動図書館車

H22 H23 H24 H25 H26（年度）

（冊）
３００，０００

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

中央図書館 金城図書館 旭図書館
弥栄図書館 三隅図書館 移動図書館車

子どもの読書

中央図書館
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2 家庭教育支援の推進 3 社会教育の推進 5 歴史・文化の
伝承と創造

4生涯スポーツの振興1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

●　市民のスポーツに対するニーズや関わり方は、高度化・多様化しています。
●　一人ひとりのライフスタイルに応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことがで
きる生涯スポーツ社会の実現が求められています。
●　各スポーツ施設の老朽化に伴い、施設の移設を含め、整備・改修を検討する必要があります。

現状と課題

●　幼児から高齢者までのそれぞれの世代に応じた心身の健康を養うスポーツ・レクリエーション活動を
推進します。
●　各種スポーツ少年団や競技団体等と連携し、スポーツ精神の高揚と競技力の向上を図ります。
●　高齢者をはじめとした市民が気軽にスポーツに親しむことができる環境を整備します。

基本方針

4 生涯スポーツの振興

グラウンドゴルフ大会
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目標 現状値 目標値 目標の説明

総合スポーツ大会参加者の増加
平成26年度 平成33年度

総合スポーツ大会への年間参加者の数2,623人 4,000人

主要施策

一人ひとりのライフスタイルに応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむこ
とができる機会の充実に取り組みます。
また、スポーツリーダーの人材育成と資質の向上に取り組み、スポーツ関係団体やスポーツ推

進委員との連携によるスポーツ・レクリエーション活動推進体制の充実を図ります。

■総合スポーツ大会の開催

スポーツ・レクリエーション活動の推進1

主な事業・取り組み

浜田市総合スポーツ大会

スサノオマジック夢授業
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2 家庭教育支援の推進 3 社会教育の推進 5 歴史・文化の
伝承と創造

4 生涯スポーツの振興1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明

トップアスリート教室の開催回
数の増加

平成26年度 平成33年度
トップアスリートによる教室の
年間開催回数2回 4回

目標 現状値 目標値 目標の説明

軽スポーツ教室の開催回数の増加
平成26年度 平成33年度

市が主催する軽スポーツ教室の
年間開催回数6回 12回

スポーツ少年団活動や「ＪＦＡ夢の教室※」の開催を通じて、年少者に対する礼節の尊重や友情
を育む心を養う等のスポーツ精神の高揚を図ります。
また、各種大規模大会を誘致し、競技力の向上と競技人口の拡大を図るとともに、トップアスリー

ト※による教室を開催する等、高いレベルのスポーツに触れる機会の充実に向けて取り組みます。

■「ＪＦＡ夢の教室」の開催　　■トップアスリート等の各種スポーツ教室の開催

スポーツ精神の高揚と競技力の向上2

主な事業・取り組み

※ＪＦＡ夢の教室　　財団法人日本サッカー協会主催のＪリーグやなでしこリーグの現役選手、ＯＢ・ＯＧ等の関係者、その他
種目の現役選手やＯＢ・ＯＧを「夢先生」として小学校に派遣し、「夢の教室」と呼ばれる授業を行う事業。

※トップアスリート　その競技で最高水準の実力を認められている運動選手。

用
語
解
説

地域住民に学校体育施設を開放し、身近で使いやすい施設運営を進めます。
市民が気軽にスポーツに親しむ場として、既存の施設や組織を活用し、学校の運動部活動との

連携を図り、各種スポーツ活動を推進します。
また、各種軽スポーツ活動を活かした生きがいづくり活動を推進します。
一方で、老朽化した各施設や設備の安全対策と計画的な整備・充実に努めます。特に東公園内

の運動施設については、移転も含め整備の検討を行います。

■学校開放事業　　■軽スポーツ活動の推進

スポーツ・レクリエーション環境の整備3

主な事業・取り組み

ウォーキング大会 ふらばーるボールバレー
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●　市民が歴史や文化・芸術をより身近に感じ、楽しみながら豊かな心を創造できるよう、市民参加型の
イベント等を実施し、文化・芸術活動の活性化を図る必要があります。
●　本市の石見神楽をはじめとする伝統文化や天然記念物、史跡等の多くの文化財を保存し、活用すると
ともに、次世代へ継承していく必要があります。
●　石央文化ホールや美術館、資料館等の文化芸術活動施設は、利用者が減少傾向にあり、魅力ある企画
や展示を行うとともに子どもの頃から芸術文化に親しめる環境づくりを推進する必要があります。

現状と課題

●　市民が日常的に芸術・文化に触れられる環境づくりを進めるとともに、市民が主体となった文化活動
を推進します。
●　郷土の歴史や文化財の調査、保存、管理を行い、潤いとゆとりを育み、地域性に富んだ文化の振興に
努めます。
●　平成31年の浜田開府400年を機に、浜田藩や津和野藩をはじめ、地域の歴史・文化の保存と振興に
努めます。

基本方針

5 歴史・文化の
伝承と創造

浜田城三重櫓（天守）復元ＣＧ
（復元：三浦正幸　ＣＧ制作：株式会社エス）
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2 家庭教育支援の推進 3 社会教育の推進 4 生涯スポーツの振興
5 歴史・文化の

伝承と創造1 学校教育の充実

Ⅲ 

教
育
文
化
部
門

目標 現状値 目標値 目標の説明

石央文化ホール利用者数の増加
平成26年度 平成33年度

石央文化ホールの年間利用者数51,560人 55,000人

市内美術館における創作活動
等の受講者数の増加

平成26年度 平成33年度
市内美術館でワークショップ、創作活
動、講座等によって芸術に触れる人数9,763人 10,000人

主要施策

石央文化ホールの収容力を活かして、大・中規模な公
演や市民参加型イベント等を開催し、日常的に芸術文化
に触れる機会の充実に取り組みます。
世界こども美術館や石正美術館において、芸術の鑑賞

や創作活動、講座、ワークショップ等を開催し、文化芸
術の創造性を高めます。
美術展や文化祭等の市民団体イベントの開催を支援し、

市民が主体となった文化活動を推進するとともに、施設の利用促進に努めます。
子どもたちに本物の芸術を鑑賞してもらえるよう、各種助成制度を活用した巡回公演等の開催

支援を行います。

地域で受け継がれ、守られている石見神楽や田囃子等、伝統文化の保存・継承について、展覧
会の開催や伝統文化フェスティバルの実施等により推進します。
また、伝統芸能等の体験機会を拡大するとともに、各種助成制度を活用して後継者の育成等を

支援します。

■石央文化ホールの管理運営
■世界こども美術館の管理運営
■石正美術館の管理運営
■文化振興事業

■文化振興事業

芸術・文化の振興

伝統文化の保存と継承

1

2

主な事業・取り組み

主な事業・取り組み

石央文化ホール
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目標 現状値 目標値 目標の説明

文化財の指定・登録件数の増加
平成26年度 平成33年度

国、県、市が指定した文化財の
件数66件 70件

専門機関や識見者と連携して貴重な文化財や遺跡の計画的な調査と保存を進めるとともに、郷
土の偉人の業績等の再発見と周知に努めます。
また、文化財の分布状況や価値等の調査・研究成果を市民に分かりやすく情報発信し、観光ルー

トや学習教材として活用し、地域への愛着や誇りが持てるように意識の醸成に努めます。

■文化財保存事業
■市内遺跡発掘調査事業
■各指定文化財の管理
■市誌編纂事業

文化財の調査・保存と活用3

主な事業・取り組み

平成31年の浜田開府400年を機に、浜田藩や津
和野藩をはじめ、石見神楽の歴史やユネスコ無形文
化遺産「石州半紙」等の伝統文化資源を活用し、浜田
の魅力を市内外に発信できる地域文化交流拠点を
整備します。

■（仮称）浜田歴史神楽館整備事業
■浜田城周辺整備事業

地域文化の交流拠点づくり4

主な事業・取り組み

浜田城下の古地図


